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Abstract:About　40　years　has　passed　since　Lifelong　Learning　Studies　was　first　proposed　at
UNESCO　 by　matured　education　committee　of　UNESCO.　 However　in　Japan,　Lifelong
Learning　Studies　has　faced　difficulty　particularly　due to　the　recent　economic　problems.　It
has　often　been　said　that　the　basic　activity　of　Lifelong　Learning　Studies　in　Japan　is
theoretically　and　philosophically　weak.　To　overcome　the　present　difficult　si uation,　we　must
make　effort　o　produce　a　rich　theory　and　philosophy　for　Lifelong　Learning　Studies　which
recognizes　the　culture　and　tradition　fJapan.　For　this　purpose,　I　tried　to　investigate　the
tradition　fthe　Sengoku　Era(The　Warring　States　period)which　had　introduced　the　roots　of
present　Japanese　culture.　I　discovered　nergetic　wills　of"lifelong　Learning"　among　people,
particularly　superior　Samurai。　Tea　ceremony　culture　which　contains　modest　spirit　and　manner
of　study　was　born　in　this　period.　From　studying　tradition　f the　Sengoku　Era,　I　propose
various　values　which　may　help　to　form　a　new　theory　and　philosophy　of　Lifelong　Learning
Studies　for　our　future.
Keywords:Theoretically　nd　philosophically　weakness,　Energetic　wills　of"lifelong　Learning,"
Modest　spirit　of　study,　To　form　a　new　 Lifelong　Learning　Studies,
は じ め に
最初 に本論文の意義 について述べたい。それには,
まず生涯学習(生 涯教育とほぼ同義語に扱われる場合
が多いが,厳 密には学習側に重点を置いた表現)と は
本来どのような経緯で生まれたのか,そ の今日的な意
味を再検証するとともに,「今 日性」を維持するために
は,ど のようなことが生涯学習に求められているのか,
私見を含めて考えてみたい。その関わ りの中か ら,本
論文の意義を理解 していただければと思 う。
生涯教育 ・生涯学習の歴史を概観すれば,1965年に
パ リのユネスコ本部で開催された成人教育推進委員会
で,「生涯教育について」 との議題で会議(議 長はポー
ル ・ラングラン)が 開催され,一 躍脚光を浴びた とこ
ろから始まっている。会議の成果はユネスコの事務局
長に提出された 「ワーキングペーパー」などにまとめ
られた。 日本では当初,社 会教育の一環 として受け止
められ,ワ ーキングペーパーは 「社会教育の新しい動
向」 とい う表題で翻訳 され,ユ ネスコ国内委員会から
刊行 されている。
以後,多 くの国で生涯学習(以 下,煩 雑さを避ける
ために生涯教育の意味を含めた表現 として 「生涯学習」
に統一)論 議が起き,日本も積極的に導入をはかった。
1987年には生涯学習体系へ移行をはかることを教育改
革の基本的視点の一つにす えるべき,と の臨時教育審
議会の最終答申が出され,翌88年には,文 部省の社会
教育局が改組 されて生涯学習局が設置された。
こうした生涯学習社会づ くりに向けた国際的な潮流
は,第 一には戦後の相次 ぐ技術革新による社会構造の
絶え問ない変化にさらされている中で,常 に新 しい知
識,技 術な どの習得が人々に求められていること。二
つ 目には余暇時間が増大す る社会において,人 々が物
質的豊かさだけでな く精神的な豊かさ,自 己実現,人
生のクォ リティーを追求 し始めたこと。第三に登校拒
否をはじめ としてさまざまな問題が起 きている学校教
育における新しい教育原理 としての期待一などから人々
に受け入れ られ,生 まれた。1)
未成熟な日本の生涯学習社会の問題点
しかし約40年の歴史的変遷を経て,日 本 における生
涯学習社会が順調に発展しているか といえば,疑 問が
多いのではないか。
日本では欧米 と異な り,学びの対象をレジャー,遊
びに近いものであれ,何 であれ受け入れ 「何でも生涯
学習」といった日本型生涯学習を展開してきた。一方,
教育関係者の問では何 よりも新 しい教育原理 としての
期待を寄せる声が多 く,他方産業界な どでは,技 術革
新社会における新 しい知識,技 術な どの習得といった
問題に関心が傾きがちで,体 系的な生涯学習の理論形
成がすすまず,む しろばらばらだった,と の観が深い。
しかも追い打ちをかけたのが,バ ブルがはじけて以
後の景気回復最優先の時代的影響 をもろに受けたこと
である。行政の後押 しも弱まり,今後 どのような展望
を開いたらいいのか,五 里霧中とも言える状況なので
はないか。裏返して言 えば,日 本の生涯学習社会の未
成熟ぶ りが露呈したとも言える。
では,未 成熟な 日本の生涯学習社会の背景は どこに
あるのであろ うか。何 よりも大きな理由は,体 系的な
生涯学習の理論形成のベースとなるべき理念,哲 学が
十分にはぐくまれてこなかった点にあるのではないか,
と考える。特に精神的な豊かさ,自己実現,人 生のクォ
リティー追求といった生涯学習出発時の受 け入れに際
しての,も う一つの大 きな柱,と い うより生涯学習理
念として最大の柱 とな りうる価値観が,き ちんと位置
付けられてこなかったことによるのではないか,と の
思いを深 くしている。
個人の人生のクォリティー追求は,個 人の自己実現
だけでなく社会のクォ リティー実現にもつながるテー
マである。個人の人間としての尊重,幸 福追求権が立
法や国政上 「最大の尊重を必要 とする」 と憲法上の保
障規定から鑑みても,景 気によって左右 されるような
軽い問題ではない。にもかかわらず,生 涯学習にここ
まで影響が出ている現状を考えると,生涯学習を推進
する側 にも,そ の点で認識が浅かったのではないか,
との思いがしてな らない。あるいは文化観そのものが
浅いという表現もできるであろ う。
日本文化史上の 「偉観」とも言うべき戦国時代
その点,欧 米は違った生涯学習の文化伝統,背 景を
有 している。1789年のフランス革命の理論的指導者,
Mコ ン ドルセは生涯にわたる教育の必要性を説いた教
育法案を革命議会 に提出した。諸般の事情で,幻 の教
育法に終わったが,人 権 としての 「生涯学習権」を提
起 したことは,生 涯学習の文化的基盤 として大きな意
味をもっ。2)
戦後もフランスの社会学者,Jデュマズディエは,ユ
ネスコの成人教育推進委員会で生涯学習が提唱 される
3年前に,著 書 「余暇文明へ向かって」(1962)で生涯
学習の重要性を主張した。デュマズディエは,大 戦中
ナチへの地下抵抗組織活動から市民生活に戻った体験
がある。その体験 に基づき,個 人の自己実現につなが
る平和で実 り豊かな文明創造としてレジャー時間を生
か した生涯学習を主唱 したところに,言 葉の重みが感
じられる。
しかし日本では,生 涯学習の上面だけで,理 念的に
は歴史的背景を含めどこまで理解されて導入 されたの
か,疑 問が多い。戦争体験 もデュマズディエの主唱す
るような,物質文化よりも精神文化にシフトするといっ
た文化的風土を生むきっかけとはならなかった。一方,
日本の学びの文化伝統は敗戦による戦前否定と重なり,
切 り捨て られてきた部分が多いように思 う。「何でも生
涯学習」といった日本型生涯学習も決して悪 くはない
のだが,そ の底の浅さも,そ うした背景か ら生まれて
いるのではないか。
本論文で,改 めて 日本文化の中の学び文化に焦点を
当てたのは,安 易に切 り捨てられてきたが,そ こに本
来の日本人 らしい自己実現,人 生のクォ リティー追求
の形があったのではないか。それを明らかにすること
は,日本の生涯学習をもっと地に足の着いたものとし,
本来の意味の 「日本型生涯学習」づ くりの ヒン トとも
なるのではないか,と 考えたからである。
概念的には 「古典的生涯学習(教 育)論 」の範疇に
入るであろうが,日 本の学び文化も古代以来,素 晴ら
しい伝統を誇る。その中で,あ えて 「戦国文化」にこ
だわったのは,訳 がある。戦国時代 と言えば,普 通は
動乱,荒 涼 とした時代風景 を思い浮べることが多い。
文化的にも不毛の時代 と思われがちである。
しかし,それは大きな誤解なのだ。茶道,能,書 院
造 りなどの建築 にしても,多 くが室町中期か ら安土桃
山期にかけてのこの時代 に生まれ,あ るいは育まれ,
今日の私たちの文化の直接的なルーツとしてつながっ
ているのである。平和な時代に文化が育まれるのは,
当然であろ うが戦乱の時代に,豊 かな文化が生まれた
とい うのはある意味,日 本文化史上の 「偉観」 とも言
えるに違いない。
さらに興味深いのは,こ の時代の人々は前後の時代
に比べ 自我意識が強 く,独特の活力をもった一種の強
烈な生涯学習精神があったことだ。それは,こ の時代
の文化的豊かさとどうつながっているのか。やはり自
我意識の強い現代の生涯学習社会の発展が,ど こまで
新 しい時代の文化創造 に寄与できるのかとい う問題 と
の関わ りでも,多 くのヒン トを与えて くれそ うな思い
がしたのである。なお戦国時代は,1467年からの応仁
の乱が始まりとされるが,終 わ りをいつ とするか諸説
ある。ここでは関が原の戦いまでの戦乱の続いた激動
の時代 として,そ の文化を論 じたい。
"生涯学習"の担い手の代表は武将たち
この時代の強烈な"生 涯学習"意 欲の担い手の代表
は戦国武将 ・武人たちである。権謀術策に明け暮れて
いたと思われがちだが,有 能な武将 ・武人として知 ら
れている人物ほど生涯 にわたる学びの意欲を強 くもち
続 けた。教育的訓話 「三本の矢」伝説で知 られる毛利
元就,川 中島の決戦で知られる武 田信玄,上 杉謙信 ら
は詩歌にいそしんだことで知 られ,元 就の場合は歌集
「春霞集」も残し,信 玄も山梨県若草町の法善寺に奉
納 された 「武田晴信(信 玄)朝 臣百首和歌」など和歌,
漢詩に優れた作品が多い。
戦国時代中期の教養,学 びの代表は連歌 も含め詩歌
であったが,和 歌世界一つにしても学びの努力が大変
だったはずである。歌枕ひ とつ とっても,さ まざまに
学びが求められ,た とえば元就の涙 ぐましい努力ぶ り
は,「源氏物語」の愛読逸話や残された 「続古今和歌集」
や 「徒然草」などの写本がよく伝 えている。3)
戦国末期に相次いで天下人 となった織田信長,豊 臣
秀吉,徳 川家康らも学びの精神を生涯,失 わなかった。
信長は茶道に親しんだこと,ま た鋭い美術眼を育んだ
ことでも知られる。それはキリス ト教の伝道士 らを相
手にした信長の熱心な西欧文化への好奇心,学 びの成
果と結び付いて,絢爛 たる安土桃山文化を導き出した。
おそらく信長の存在がなければ,豪 壮な近世城郭建築
も信長の庇護を受けた狩野永徳 らに代表 される金箔画
などの豪宕華麗な絵画世界も簡単 には出現 しなかった
に違いない。
信長の後を継いだ秀吉 も学び熱心であった。一般に
成 り上が り者で教養 とは無縁に思われがちだが,能,
茶の湯,和 歌などに励み,特 に能,茶 の湯は,玄 人は
だ しであった。 しかも学びを人にすすめることにも熱
心で,伏 見城を築城した際には学問所を設けた。その
四方 に数寄屋が建て られ,い ずれの数寄屋にも秀吉自
筆の和歌短冊がかけられてあった。 この学問所で,諸
大名たちは茶道や和歌などの秀吉の学びに付き合わされた。
現代の生涯学習センターとも通 じそ うな面もある学
問所だが,秀 吉には天下人として到来 した"平 和の時
代"に ふさわ しい教養を,諸 大名たちに身につけさせ
るとの狙いもあったのであろ う。付き合された大名の
一人,佐 竹義宣は 「この分では自分は,関 東一の数寄
者(風 流人)で あるかもしれない」 といったぼやきに
近い書状を家臣に送っている。
家康の場合は能,和 歌,茶 の湯,香 などを熱心にた
しなむ一方で特筆すべきは,儒 学,仏 教の学びに熱心
であったことである。その熱意は晩年に,「孔子家語」
などの木活字本,「群書治要」(一種の政治学書)や 「大
蔵経」(仏教の経典を網羅)な どの銅活字本の出版となっ
て実を結んだ。
このような武将 ・武人たちの"生 涯学習"ぶ りを軽
視できないのは,時 代のリーダーであっただけに現代
につながる日本文化において大きな影響を及ぼしてい
ることだ。
人生の 「クォ リテ ィー」へ の希求
この他,三 条西実枝から 「古今伝授」を受けた細川
幽斎,「独眼竜」などの異名で知られる伊達政宗…ら武
略だけでな く教養人として知 られる戦国武将は多い。
問題は動乱の時代に,そ の熱心な学びぶ りが どうして
生まれ,持 続 されたのかである。 この問いかけは,経
済の風むき一つでつまついてしまう現代の生涯学習と
比べる時,示 唆深いものがあるのではないか。答 えと
して,し ばしば見受けられ るのが,家 臣や領民に君臨
するための文化的権威づけ との見方である。確かに,
そのような見方 も一面では可能であろ う。しかし,そ
れだけでは戦国武将を権力者としてとらえているだけ
であって,肝 心な面が抜けている。 「人間」としての戦
国武将である。
一人の 「人問」として戦国武将を捉えなおせば,改
めて浮かび上がって くることがある。当時はリーダー
である武将でさえ家臣同様,明 日の命は知れぬ時代で
あった。そのことは天下人であった信長でさえ,本 能
寺の変であえな く果てたことがよい例である。そ うし
た時代において,武 将 も 「生」の在 り方に鈍感でいら
れるわけもなかった。また,そ ういった見方がなけれ
ば,一 杯の茶を喫 して戦場に出かけ,無事 に帰陣 した
時に再び茶を喫する武人の心象風景は本当には理解で
きないに違いない。
武将たちの単に熱心であるだけでな く真摯さのある
学びぶり。それも生と死の狭間で,ど う生きるべきか,
さらには人生のクォリティーを求めた思いと理解する
と,よ りわか りやすい。もともと無教養な秀吉が,茶
の湯,能 などを極めたのも,そ うした人間的解釈がな
ければ成立 しないであろう。
「花も実もある人生を」という武田信玄の生涯学習観
学びに人生のクォリティーを求めた戦国武将の思い
を伝える逸話,事 例は実はかなり多いのだが,そ の中
で代表的なケース として,ま た後世に大きな影響を与
えた意味でも興味深いのが,武 田信玄であり,そ の生
涯学習観である。
信玄は武勇に優れた戦国武将の典型的なイメージが
あるが,前 述した ように詩歌に熱心にいそしんだ武将
であった。それも根っからの文人タイプ だった。幼い
頃は乗馬,水 泳な どの個人的な武技はあまり得意でな
く,し かも青年期に文学にあまりに熱中したため,父
親の信虎から軟弱な息子として落ちこぼれ扱いをされ
たほどである。後に信玄が父信虎と対立,遂 に駿河に
父を追放するという事件の伏線も,一つにはここにあった。
学びの真剣さは,領 国の甲斐(山 梨県)に ある恵林
寺の住職に惟高妙安,策 彦周良,快 川紹喜 ら当時都で
知られた有数な知識人の傑僧を次々 と招いたことから
も想像できる。このうち快川紹喜とは,師 弟の関係で
あると同時に文学を語 り合 う友といった関係にも近 く,
詩歌を通 じてのさまざまな逸話 も残されている。信玄
死後の武田家滅亡時,快 川紹喜は織田信長に抵抗し 「心
頭滅却すれば火自(お の)ず から涼し」 との有名な偶
を残 し,火中で死ぬが,そ れも信玄に殉ずる気持があっ
たのであろ う。
信玄の学びへの思い入れが尋常でなかったことをもっ
ともよくうかがわせるのは,「甲陽軍鑑」に伝えられる
病で亡 くなる前の言葉である。そこで信玄は一刻も早
く都に上洛 したい との希望を語 り,上洛後,天 皇に拝
謁するとい う公式行事の次に真っ先にしたいこととし
て公家たちとの歌会,五 山の僧たち との詩のや りとり
をあげている。さらに,そ れが実現したら翌年死んで
もいい,「是信玄が念願也」 とさえ語っている。
単に学びが文化的権威づ けであったとい うような解
釈が,い かに無理があるか,信 玄の一生がよく物語っ
ているのではないか。その信玄はまた歌道に託 しての
一種の生涯学習観を次のように語っている(甲陽軍鑑)。
「侍は歌道たしなみ可申事肝要也。歌道二てハ諸道
をしる。大身小身共に歌 ・連歌た しなみ候ヘバ,ま た
文道へも,を のつから心 ざす者也。歌道 ・文道へたつ
さハ り,へたにもうたをよみ詩を作ルハ,武 士大小共
二,武 道のきよめ也。いかに武辺あり共,右 二道無案
内なるハ,木 に枝葉ノなく,花 さかずしてみならざる
ごとし」4)
大身の武士も小身の武士も歌をたしなむことは大事
であり,歌道を学べば自然と他の学びの世界もわかる
し,学 問にも関心が向くようになる。歌道や学問に通
じ,下 手でも詩歌を作るのは武士の身分の大小 にかか
わ らず生き方を美しいものにして くれる。逆にいかに
武技に優れていても,学 びの道に縁のない者は木 に枝
葉がなく花が咲かないようなものだ,と い うのである。
要訳すれば,「花も実もある」という人生のクォリティー
のために,学 びが必要だとい う主張 と理解してよいで
あろ う。
江戸期の武士道にも影響を与えた信玄
信玄とい う人物がいかに一流であったか ということ
は,こ うした言葉からよくうかがえると思 う。「甲陽軍
鑑」に記されたこの学習観は,弟 の武田信繁が信玄の
考え方をバ ックに作ったとされる99力条の 「武田信繁
家訓」(「信玄家法」とも呼ばれる)に も収め られた。
第11条の 「学文,油 断スベカラザル事」,第12条の 「歌
道嗜ムベキ事」な ど武士の教養 を説いた条項である。
5)
しかし,それだけではなく,さ らに後世に影響 を与
えた節が うかがえるのだ。元和元(1615)年,徳川家
康が僧の崇伝 らに命じて起草させ,制 定された武家諸
法度である。驚 くことに第1条にいきな り 「文武弓馬の
道,専 ら相嗜むべき事」 として 「文を左に武を右 にす
るは,古 の法なり,兼 ね備えざるべからず…」 と述べ
られている。
つま り文武両道,花 も実もあってこそ武士 とい う規
定である。家康が生涯で誰 よりも尊敬 したのは,自 分
以前の天下人であった信長でも秀吉でもな く,信玄で
あり,その遺族,旧 家臣たちを大事に扱った ことはよ
く知 られている。その家康が武家諸法度制定時 に 「信
玄家法」 とも呼ばれる 「武田信繁家訓」や信玄の考え
方を旧家臣たちか ら聞いて参考 にした とい うのは,ご
く当然の話であろう。
江戸時代に純粋培養 された形で成立 してゆ く武士道
の起源にいろいろな見方があるが,そ の一つに武家諸
法度の第1条 があることは問違いない。古い文化 とし
て片付けられてしまいがちな武士道だが,戦 前の日本
に本来の武士道が生きていた ら,文 を軽視 して武力ば
か りに走 り,他 国文化を平気で圧殺するような愚を仕
出かすこともなかったに違いない。その一方で案外若
い人でも 「文武両道」とい う言葉を口にする。戦国期
の学び文化が気付かない形で今 も生きているとい うこ
とも,ま た事実なのである。
「道の文化」 と しての茶道
戦国文化の学び観を探る上で,も う一つ見落 とせな
いのが,茶 道,香 道,華 道など 「道」の名の付 く学び
文化のほとんどが,こ の時代にルーツをもつているこ
とである。その代表である茶道の成立に焦点を当てて,
「道の文化」とはどのような学び文化なのかを明 らか
にしたいと思 う。
茶道 とは,つ まりそれ以前のもてな し ・寄 り合いと
いった遊興性の高い茶 とは異なる精神性の高いわび茶
世界のことだが,そ の成立で興味深いのは,多 様な文
化が混 ざり合って誕生していることである。
担い手は堺の町人衆に始まり,やがて武家社会に次
第に受け入れられて行った。担い手か らみれば,町 人
文化 と武家文化が混 ざり合っている。 さらに禅文化,
加 えてキ リス ト教文化の影響もみられるとの説もある。
しか し何 よりも茶道のベースとなったのは,禅 文化
であった。それは茶道の祖 とされる15世紀の茶人珠光
は,臨 済宗の京 ・大徳寺末寺の住職であった一休禅師
の弟子であ り,「わび茶」を16世紀後半に大成 した千利
休も熱心に大徳寺に参禅し,「利休」の名も居士号であっ
たことからも明らかである。
禅 との深い関わ りは利休の茶道観を伝える各種の記
録 もよく伝えている。利休の茶道秘伝を弟子が記録 し
たとされる 『南方録』第一巻は,次のような話で始まっ
ている。茶の心を深めるには小座敷がいい,と 利休が
常日頃語っている訳を弟子に問われ,利 休は 「小座敷
の茶の湯は,第 一仏法を以て修行得道する事也」 と答
え,立 派な建物や食事の珍味を茶の湯の楽 しみ とする
のは俗世間のことで,「家ハもらぬほど,食事は飢ぬほ
どにてたる事也,是 仏の教,茶 の湯の本意也,水 を運
び,薪 を とり,湯 をわ か し,茶 をたて 》,仏 にそなへ,
人 にもほ どこし,吾 ものむ,花 をたて香 をた く,ミ な/
＼仏祖 の行 ひのあ とを学ぶ 也」 と言 った とい うので あ
る。6)
利休の茶道にみる人生修業としての学び観
では茶道のベース として,こ のように禅文化が受け
入れ られた訳は何であろうか。それは,当 時の時代状
況 と重ね合わせて考えてみる必要がある。下剋上社会
でもあった戦国時代は,善 かれ悪 しかれ,個 人の自我
意識が膨張した時代であった。人は傲慢,刹 那的な快
楽に走 りやす く,初 めての南蛮 ・異国文化 との出会い
もあって,文 化的にも価値観の混迷があった。それだ
けに秩序,和 が求め られる時代でもあった。
精神性の高い茶の湯,茶 道が誕生 したのは,こ うし
た時代状況 と切 り離せない。もし秩序,和 の精神が求
められるとすれば,そ れは人間の傲慢さを戒めるに足
る絶対的な秩序,存 在でなければならない。茶道にお
いての絶対的秩序は仏の存在であり,そ こへの"案 内
役"と して禅が用い られたのは,禅 のもつ合理的な精
神が時代精神 とマッチ していたためではないか,と 考
えられる。
そのことを裏付 けるのは,茶 道世界にあっては,茶
室の床の間は仏の存在を象徴することだ。ただし禅宗
では偶像 を無視する関係上,名 僧の墨跡などをかけ,
茶室内では仏に献茶するような,つ つましやかな気持
ちで客 に対する。つまり墨跡であっても,茶室はまこ
うことなき仏の存在する場なのである。7)
利休が茶道を 「第一仏法を以て修行得道する事也」,
「ミな/＼ 仏祖の行ひのあとを学ぶ也」と語ったとい
うのも,そ のためだが,そ こか らは人間とは本来傲慢
になりやすい命であ り,絶 えず人生修業が必要だとの
考え方。茶の湯の学びは,人 生修業そのものだとい う
思いがくみ とれる。
「世の中に茶をのむ人はおほけれ ど,み ち(道)を
しらぬはちやにそのまる 》」といった利休の戒めの歌
もあるが,利 休に私淑 した茶人でもある伊達政宗の言
行録 「木村宇右衛門覚書」 にも,利 休の茶道観,考 え
方がよく伝えられている。
そこで政宗は千利休 らの本来の茶の湯は,最 近の寄
合いとあまり変わらない茶 と違い,普 殺 うち寛(く つ
ろ)いだ関係でも 「物 ことつ 》し(慎)み うやま(敬)
ひ,さ ほうたた敷……」 ことで,「親しき中もきつとあ
らた(改)め んため也」 と述べている。8)
「道」 とは茶道に限らず華道,香 道などにしても人
の生き方,人 生そのものを指 しているが,日本的な 「道
の文化」のベースは,い ずれも生 き方 と重ねた学び,
成長という利休の考え方に沿っている。
和敬清寂の精神
では生き方と重ねた学び,人 生修業によって利休が
茶の湯に求めたものは何であったのだろうか。茶道精
神はしばしば 「和敬清寂」 と評 されるが,利 休が求め
たものを,そ の言葉はよく代弁 している。
「和」は人同士の和であり,人 と自然 との和した関
係でもある。争い と違い,和 が生み出す人間社会にお
ける秩序,自 然世界 との連帯感,そ こに育まれる文化
的創造性を利休は意識していたに違いない。「敬」は和
の心のベースであり,神仏,自 然,人 への敬いでもあ
り,傲慢 さを捨てた謙虚な精神とも言える。
「清」は,「和敬」の精神から育み出される心の清々
しさであり,一つの美意識とも言える。「寂」は,そ う
した精神をベース とした心の静かさ,深 さの境地 とで
も言えると思 う。
利休をめぐる逸話,茶 会は 「和敬清寂」精神をその
まま物語っている。利休によって定着 させ られた茶の
湯のまわし飲みは,「和」の精神から生まれているであ
ろ う。『山上宗二記』には,利休の話 として日常の茶で
も 「路地へ入 ヨリ出ルマデー期ニー度 ノ會 ノヤウニ,
亭主可敬畏 世間雑談無用也」とし,「茶ノ建(鮎)前
ハ無言」 と記している。この話にも 「和敬清寂」精神
が,に じみ出ているのではないか。
利休の茶を評するに 「雪の日に花はなし」との言葉
がある。寒い雪の日の茶会で床の間に花を生ける必要
はない,雪 もまた 「花」なのだといった美意識が利休
の茶道世界だとい うことであろ う。自然に対し謙虚な
「和敬清寂」の境地から紡ぎ出された 「清」,清々しさ,
しかもその強烈な美の意識の主張が,生 き方と重なっ
ていることが改めて注 目される。
当時の寄 り合い的な色彩が濃かった茶会の酒宴をカッ
ト,一汁三菜以下に抑 えた質素な料理を基本とした茶
の湯に切 り替え,そ こを謙譲な精神を養 う人生修養の
場とし,そ の学びの姿勢そのものに生き方の美がある
と考えていた利休。その思想が本物であったことは,
生き方ばか りでな く死の鮮烈 さが物語っている。
いわゆる 「利休切腹事件」である。事件背景には謎
も多いが,天 下人の豊臣秀吉も通る京の大徳寺山門上
に,山 門修復の寄付をした利休の立ち姿の木像が安置
されたことが,秀 吉への不敬とされたのが原因とされ
ている。
利休が罪に問われた と知って,さ まざまに救済の手
が伸ばされた。加賀百万石の祖,前 田利家は 「秀吉の
母の大政所 と正室,北 政所を通じてわびれば許 される
だろ う」 との助命運動を申し出た。 ところが利休は,
この助命運動を 「天下に名を知られた利休が,婦 人を
頼んでわびて,命 乞いなど,た とえ処刑されてもでき
ない」と断っているのである。
しかし事実は,茶道を人生修業の学び世界に高め,「和
敬清寂」 とい う謙虚な生き方をベースとした精神世界
を築き上げた利休にしてみれば,最 高権力者 として傲
慢な姿勢でその世界に土足で踏み込んで くる秀吉が許
せなかったのではないか,と の思いがする。
文化史上の事件として総括すれば,死 をもって権力
者にも屈しない姿勢で,利 休は茶道を完成させたとも
言える。茶道に限らず,「道」の名の付 く日本文化が,
権力者にとっても敬意を表すべき 「学びの世界」とし
て確立,認 知 されたのも,こ の事件の影響が大きいの
ではないか,と 考える。
戦国の学び文化の今日性
戦国文化にみる学びぶ りとその学習観について検証
してきたが,最 後に本来の意味の地に足の着いた 「日
本型生涯学習」の理論体系,理 念づ くりに資する目的
で,そ の今 日的意味を考えてみたい。近世,近 代 を飛
び越え何故,戦 国の学び文化なのかとい う疑問もある
かもしれないが,あ る意味,現 代 日本 と非常に通 じる
ものがあ り,その意味でも示唆深いものがあるのでは
ないか,と 思 うからだ。
すでに述べたが,ま ず 自我の意識が共に強い時代で
ある。いずれ も文化的に外 に開かれた時代で多文化状
況の中にあった。時代的には戦国は中世か ら近世への
転換期,現 代もまたポス ト工業化社会,ポ ス トモダン,
ポス トポス トモダンとも言われる変革期の渦中にある。
戦国の戦乱の時代と異なり,現代は平和な時代であ
るよ うに見受けられるが,グ ローバ リズム化によって
世界の一体感が高まる中で,テ ロ,戦 争,さ らには地
球環境の問題など同じく強い不安材料を抱 えている。
同時に物質的豊か さのもたらす幸福感の限界も見え,
戦乱の時代 と同様に現代も生き方の模索の時代である。
そのため学びの在 り方,生 涯学習のテーマも大きく浮
上しているわけであり,似通った背景がうかがえるのだ。
そ うした観点 も踏まえて再検証すれば,一 つ には戦
国武将 ・武人らに代表 される,戦 乱の時代であるがゆ
えに自己実現,「花も実もある」人生のクォリティーを
求めた真摯な学び精神である。それが現代 につながる
文化の創造性のあまり知られ ざる源になっていた こと
を考えると,非常に示唆深 く感 じられる。
生涯学習の柱として,技 術革新の時代の知識,技 術
習得も大切であ り,学校教育における新 しい教育原理
としての見方も大きな意味をもつが,何 かのための生
涯学習ではな く自己実現とい う目的そのものである生
涯学習こそがもっとも大きな柱 とな りうるエネルギー
をもち,新 しい文化創造に役立つのではないか,と い
うことである。他国はどうであれ,日 本人,日 本型生
涯学習にはその方がふ さわ しいのではなかろ うか。
第二に,生 き方の美しさに芸術美を追求し,茶道を
人生修業,修養の学びの場とした利休に代表される 「道」
の文化の学び伝統である。それは江戸期に入 り家元制
度などによって形骸化するが,利 休らの原点に戻れば,
さまざまに示唆を与えて くれる。
傲慢 さに対し,生 き方のつつましさ,謙 虚さを。欲
望に対 しては無欲を。モラルが荒廃した戦国の風潮 と
まさに対照的だった価値観を主張 した利休の茶につい
て 『キリシタンと茶道』の著者,西 村貞は 「これ(わ
び茶)は その時代の趨勢とは全 く逆行する精神現象 と
いふものである」とし,「甚だ意味ぶかいことと言はざ
るを得ない」と述べている。9)
現代もまたさまざまにモラルの荒廃した時代である。
欧米文化の行きすぎは個人主義の悪しき面での自己肥
大をもたらし,無制限な自然開発などといった地球環
境の問題につながる人間の傲慢 さの問題を再提起 して
いる。
それに対し茶道などの日本の伝統文化思想には,現
代の課題に答えられる普遍的な学びの哲学が内包 され
ているのである。そ うした学びの哲学,風 土を生かし
きれれば,世 界に誇れる新 しい 「日本型生涯学習」を
創造できるのではないか,と の思いを深 くしている。
(「甲陽軍鑑 」 には 「信玄公御出言」 として記載 さ
れ てい るが,そ の解説 を含 め)
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9)西 村 貞著(1948)「キ リシタン と茶道」全 国書房,
PP.5-6
参考文献
荒井 魏著 「花一路」毎 日新聞社,2000
荒井 魏著 「天下人の 自由時間」文芸春秋社,2003
小井川百合子編 「伊達政宗言行録一一木村宇右衛門覚
書」新人物往来社,1977
熊倉功夫編著 「南方録を読む」淡交社,1983
熊倉功夫著 「茶の湯の歴史」朝 日新聞社,1990
桑田忠親著 「武将と茶道」一条書房,1943
桑田忠親著 「乱世と茶道」平凡社,1957
桑田忠親著 「桑田忠親著作集 ・第3-6巻」秋田書店,
1979
西村 貞著 「キ リシタンと茶道」全国書房,1948
米原正義編 「千利休のすべて」新人物往来社,1995
(平成19年11月28日受理)
引 用 文献
1)日 本生涯学習学会編(1990)「生涯学習事典」東京
書籍PP.19
2)日 本生涯学習学会編(1990)「生涯学習事典」東京
書籍PP.18
3)渡 辺世祐監修(1983)「毛利元就 卿伝」マ ツノ書店,
PP.669
4)な か ざわ ・しん きち著(1991)「武 田信玄 の王朝文
化摂取」武 田氏研究会 ・「武田氏研究」8号,pp.45
